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は
、市
制
施
行
70
周
年
を
記
念

　
　

し
て
、市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、お
お
む
ら

「
市
民
便
利
帳
」を
作
成
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、作
成
業
者
で
あ
る
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
が
、地
域
の
事
業
所
な
ど
の

広
告
料
で
製
作
な
ど
の
す
べ
て
の
費

用
を
ま
か
な
う
市
民
協
働
事
業
と
し

て
作
成
さ
れ
る
も
の
で
、こ
の
日
、松

本
市
長
と
村
田
吉
優
代
表
取
締
役

社
長
が
出
席
し「
協
定
書
調
印
式
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

お
お
む
ら「
市
民
便
利
帳
」は
、来

年
１
月
の
発
行
を
予
定
し
、各
家
庭

で
保
存
版
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
市
内
全
世
帯
お
よ
び
転
入
者
に

無
料
で
配
布
し
ま
す
。

市

市

Ｊ

８

おおむら「市民便利帳」作成協定書調印式

「第24回ＦＩＢＡ ＡＳＩＡ女子バスケットボール選手権長崎/大村大会」を成功させる会

平成23年度 地区別ミーティング

「日特エンジニアリング」立地協定調印式
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6/30
市
民
団
体
な
ど
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た

お
お
む
ら「
市
民
便
利
帳
」を

作
成
し
ま
す

6/30～
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
提
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た

7/6
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
へ
の

進
出
が
決
定
し
ま
し
た

　
　

月
21
日
〜
28
日
に
シ
ー
ハ
ッ
ト

　
　

お
お
む
ら
で
開
催
さ
れ
る「
第

24
回
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ 

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
長
崎
／
大
村

大
会
」を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、市
民
団

体
な
ど
で
組
織
す
る「
成
功
さ
せ
る

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、大
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
方
法
な
ど
の
概

要
を
説
明
し
、大
会
を
盛
り
上
げ
る

た
め
の
協
力
体
制
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
の
力
で
大
村
か
ら
ロ
ン
ド

ン
へ
」が
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
決
ま
り
、か
つ
て

な
い
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に
市
民
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
も
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
　

民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
、市
に

　
　

対
す
る
ご
意
見
・
ご
提
言
を
お

聴
き
す
る
地
区
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

市
内
８
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
、市
長
を
は
じ

め
市
の
理
事
者
な
ど
が
出
席
し
、事

業
説
明
と
し
て
、Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ 

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
長
崎

／
大
村
大
会
の
開
催
、総
合
防
災
訓

練
の
実
施
、自
主
防
災
組
織
結
成
の

お
願
い
な
ど
を
説
明
し
、引
き
続
き
フ

リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、夜
間
開
催
を

６
地
区
に
増
や
し
、ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
や
ご

提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
上
場
企
業
の
機
械

　
　

製
造
会
社「
日
特
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
」が
、大
村
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
に
進

出
す
る
こ
と
が
決
定
し
、長
崎
市
内

の
ホ
テ
ル
で
、近
藤
進
茂
日
特
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
社
長
を
は
じ
め
中
村
県
知

事
、松
本
市
長
が
出
席
し
、立
地
協

定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、埼
玉
県
に
本
社
を
置

き
、自
動
車
、電
気
機
器
、半
導
体
関

連
企
業
と
の
取
引
を
拡
大
し
着
実
に

業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
企
業
で
す
。

　

12
月
に
工
場
建
設
に
着
手
し
、平

成
24
年
７
月
に
操
業
開
始
の
予
定

で
、１
０
０
人
の
雇
用
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　「ちびっこ文化祭」が震災被災
者救援チャリティーＯＭＵＲＡ
100コンサートのイベントとして
大村浜屋前で開催されました。
子どもたちは歌や踊りの出し物
のあと、被災地に元気を届ける
募金活動を行いました。

（表紙も同行事）

　大村公園のハナショウブの開花時期に合わ
せて、九州各県の剣道場156チームが参加して、
全九州少年剣道優勝大会が、シーハットおおむ
らで開催されました。少年剣士たちは、日ごろの
けいこの成果を十分に発揮し、たくさんの観客
の前で正々堂々と熱戦を繰り広げました。

　大村城南高校の生徒が同校の水田で、保育園
児と田植えを行いました。この水田では毎年、イ
ネの色の違いで絵を描く「田んぼアート」に挑
戦。今回も子どもたちは泥んこまみれになりな
がら丁寧に苗を植えました。稲穂が実る秋には
くっきりと絵が描き出されるそうです。

　子どもたちに地震や台風などの災害時の対処法
を学んでもらおうと、西大村小学校の生徒が「防災
ダック」を体験しました。これは、動物の動きをま
ねて危険から身を守る動きを身につけようという
もので、アヒルのまねをしながら地震から身を守
るポーズなど安心安全の第一歩を学びました。

　6月の食育月間にちなんで、身近な場所で市
民の皆さんに食育を知ってもらおうと、イオン
大村店で「おおむら食育祭inイオン」を開催しま
した。会場では、産直販売やバター作りの体験
会、お菓子について学ぶ教室などが行われ、たく
さんの家族連れなどでにぎわいました。

6月25日6月25日泥泥 ▶田んぼアート田植え交流
んこまみれの田植え体験んこまみれの田植え体験

6月25・26日6月25・26日身身 ▶おおむら食育祭inイオン
近な場所で食育を学ぶ近な場所で食育を学ぶ 6月10日6月10日地地 ▶西大村小防災授業

震の時はダックのポーズ！震の時はダックのポーズ！

被

7月2日7月2日
▶第5回ちびっこ文化祭

6月12日6月12日少少 ▶おおむら菖蒲まつり少年剣道大会
年剣士が熱戦を展開年剣士が熱戦を展開

地震 災害時 対 法

大村 園 花時 合大村城南高校 徒 校 水 保育園

食育 身近 場所 市

被被災地の友だちが元気になりますように災地の友だちが元気になりますように

本陣ギャラリーがオープン
し高校生や児童による作
品を展示しています。

よ
し
ま
さ

の
ぶ
し
げ

※詳しくは「広報おおむら9月号」でお知らせします。
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